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Ｅ

全
体
的
・
個
別
的
量
刑

Ｆ

統
一
正
犯
者
体
系
と
共
犯
者
体
系
の
比
較

（
以
上
第
五
四
巻
第
三
号
)

第
⚔
節

日
本
刑
法
に
お
け
る
正
犯
と
共
犯
の
関
係

1

共
犯
従
属
性
説
と
共
犯
独
立
性
説

2

正
犯
と
共
犯
の
境
界

Ａ

構
成
要
件
個
別
特
有
の
正
犯
と
共
犯
の
境
界

Ｂ

一
般
犯
に
お
け
る
正
犯
と
共
犯
の
境
界

（
以
上
第
五
五
巻
第
三
号
)

第
⚒
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直
接
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犯
者
類
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⚓
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二
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⚑

間
接
正
犯
の
概
念

⚒

間
接
正
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の
正
犯
性

Ａ

間
接
正
犯
無
用
説

ａ

共
犯
独
立
性
説
を
基
礎
と
す
る
無
用
説

ｂ

拡
張
的
正
犯
概
念
と
共
犯
の
厳
格
従
属
性
の
結
合
説

ｃ

限
縮
的
正
犯
概
念
を
基
礎
と
す
る
間
接
正
犯
無
用
説

Ｂ

間
接
正
犯
肯
定
説

ａ

実
行
行
為
説

ｂ

規
範
的
障
害
説

ｃ

行
為
支
配
説

⚓

意
思
支
配
と
し
て
の
間
接
正
犯

第
⚒
節

間
接
正
犯
の
諸
形
態

⚑

故
意
な
き
行
為
を
す
る
道
具

⚒

適
法
行
為
を
す
る
道
具

（
以
上
第
55
巻
第
⚔
号
)

第
⚒
章

直
接
正
犯
者
（
正
犯
者
類
型

そ
の
一
）

正
犯
者
は
所
為
事
象
を
自
分
の
意
思
に
よ
っ
て
制
禦
で
き
る
、
つ
ま
り
、
所
為
支
配
を
有
し
て
い
る
者
で
あ
る
。
直
接
正
犯
者
は
こ
れ

を
行
為
支
配
に
お
い
て
実
現
す
る
。
す
な
わ
ち
、
直
接
正
犯
者
（
U
nm
ittelbarerT
äter）
と
は
、
犯
罪
行
為
を
自
ら
遂
行
す
る
者
、
つ

ま
り
、
構
成
要
件
を
自
己
の
身
体
活
動
に
よ
り
（
自
分
の
手
で
、
自
分
の
足
で
）
実
現
す
る
者
の
こ
と
を
云
う
（
⚑
）。
所
為
を
自
ら
実
行
す
る

以
外
の
方
法
で
よ
り
う
ま
く
所
為
を
支
配
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
か
る
遂
行
が
行
為
支
配
と
い
う
形
態
の
所
為
支
配
を
、
し
た
が
っ

て
、
正
犯
を
基
礎
づ
け
る
（
⚒
）。
直
接
正
犯
者
は
、
他
の
正
犯
者
と
の
協
働
な
く
構
成
要
件
を
一
人
で
実
現
す
る
の
で
、
単
独
正
犯
者
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（
A
lleintäter,Einzeltäter）
と
も
呼
ば
れ
る
。
共
同
の
所
為
決
意
な
く
、
相
互
独
立
に
同
一
の
構
成
要
件
的
結
果
を
惹
起
す
る
者
は
同

時
正
犯
者
（
N
ebentäter）
と
呼
ば
れ
る
。
例
え
ば
、
甲
と
乙
は
前
後
し
て
、
し
か
し
、
相
互
に
認
識
な
く
、
被
害
者
丙
の
紅
茶
茶
碗
に

致
死
量
の
毒
物
を
注
ぐ
場
合
で
あ
る
。
甲
も
乙
も
単
独
正
犯
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
（
⚒
個
の
単
独
正
犯
）。
各
人
が
、
自
ら
客
観
的
、
主
観

的
に
実
現
し
た
構
成
要
件
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
他
の
同
時
正
犯
者
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
構
成
要
件
要
素
が
帰
属
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
（
⚓
）。
同
時
正
犯
と
い
う
概
念
は
、
共
同
正
犯
と
対
を
な
す
現
象
形
態
全
体
を
一
ま
と
め
に
す
る
名
称
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
以
上

の
独
自
の
意
味
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
（
⚔
）。

抗
え
な
い
力
（
絶
対
的
強
制
）
を
用
い
て
他
の
者
を
投
擲
石
代
わ
り
に
窓
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
け
、
こ
れ
が
砕
け
る
（
⚕
）と
か
、
調
教
さ
れ
た
犬

を
被
害
者
に
け
し
か
け
、
こ
の
者
が
咬
ま
れ
る
（
⚖
）と
い
っ
た
場
合
、
利
用
さ
れ
た
人
、
物
（
犬
）
に
は
⽛
意
思
に
よ
っ
て
支
配
可
能
な
行
為
⽜

（
刑
法
に
お
け
る
行
為
概
念
）
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
利
用
者
、
つ
ま
り
、
背
後
者
が
直
接
正
犯
者
で
あ
っ
て
、
間
接
正
犯
者
で
は
な
い
（
⚗
）。

複
数
の
者
が
所
為
を
⽛
共
同
で
⽜
遂
行
す
る
場
合
、
そ
の
各
人
が
構
成
要
件
を
自
分
の
手
で
、
す
な
わ
ち
、
自
ら
充
足
し
て
い
て
も
、

こ
れ
ら
の
者
は
共
同
正
犯
者
（
M
ittäter）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
未
遂
の
開
始
に
意
味
を
有
す
る
（
⚘
）。

刑
法
理
論
的
に
は
、
直
接
正
犯
（
単
独
正
犯
）
の
基
本
的
構
成
要
件
該
当
性
の
有
無
が
問
題
と
な
り
、
こ
れ
が
否
定
さ
れ
る
と
、
間
接

正
犯
の
成
否
が
問
わ
れ
、
さ
ら
に
共
同
正
犯
の
成
否
が
問
わ
れ
、
最
後
に
共
犯
（
教
唆
・
幇
助
）
の
成
否
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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第
⚒
章

注

（
⚑
)
V
gl.W
.Bottke,T
äterschaftund
Gestaltungsherrschaft,1992,44（⽛
自
分
の
足
⽜
を
使
っ
て
人
を
殺
害
す
る
こ
と
も
含
め
る
意
味
で
自
分
の
身
体

行
動
）;H
.O
tto,T
äterschaft,M
ittäterschaft,m
ittelbare
T
äterschaft,Jura
1987,246
ff.,252.こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ル
ト
は
直
接
正
犯
を
よ
り
限
定

的
に
捉
え
る
。
W
.Schild,T
äterschaftals
T
atherrschaft,1994,42
ff.(結
果
を
正
犯
者
の
業
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
客
観
的
帰
属
論

は
所
為
支
配
論
を
表
し
て
い
る
。
所
為
実
行
の
自
手
性
が
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
質
的
に
見
て
い
わ
ゆ
る
⽛
行
為
支
配
⽜
の
意
味
で
の
所
為
支
配

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
当
人
は
何
ら
か
の
従
属
的
態
様
の
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
依
存
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
奉
仕
的

機
能
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
等
。
所
為
の
⽛
主
⽜
に
な
る
こ
と
を
妨
げ
、
所
為
の
⽛
下
僕
⽜
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
要
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
料
理
人
が
異

国
風
の
サ
ラ
ダ
を
用
意
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
は
毒
果
実
が
入
っ
て
い
た
が
、
給
仕
は
そ
れ
が
毒
果
実
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、
し
か
も
、
誰
も
が

容
易
に
毒
果
実
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
た
の
だ
が
、
そ
の
ま
ま
黙
っ
て
客
に
提
供
し
、
そ
れ
を
食
べ
た
客
が
死
ん
だ
と
い
う
場
合
、
給
仕
の
行
動
は
そ
れ

自
体
奉
仕
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
注
文
を
受
け
、
料
理
人
に
伝
え
、
そ
れ
か
ら
食
事
を
提
供
す
る
。
何
ら
か
の
独
立
の
機
能
が
給
仕
に
認
め
ら
れ
な
い
。

社
会
学
で
云
う
⽛
無
の
人
（
N
ullperson）⽜、
い
わ
ば
⽛
居
合
わ
せ
て
い
る
居
合
わ
せ
て
い
な
い
者
⽜
で
あ
る
。
給
仕
は
そ
の
普
通
の
活
動
に
お
い
て
は
刑
法

第
27
条
の
⽛
援
助
す
る
⽜
の
意
味
に
お
け
る
奉
仕
的
行
為
し
か
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
給
仕
は
、
本
来
の
構
成
要
件
行
為
へ
の
幇
助
、
例
え
ば
、
料
理

人
の
故
意
の
殺
人
行
為
へ
の
幇
助
者
で
し
か
な
い
。
同
じ
こ
と
は
、
開
封
し
た
ら
爆
発
す
る
仕
掛
け
の
爆
発
物
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
配
達
す

る
郵
便
配
達
人
、
乗
用
自
動
車
の
運
転
者
が
全
く
運
転
不
能
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
す
る
ガ
ソ
リ
ン
販
売
店
の
給
油
係
員
に
も
云

え
る
）。

（
⚒
)
K
rey/E
sser,(Fn.I-28),§
26
Rn
871;K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
36
ff.;R
oxin,(Fn.I-27),§
25
Rn
38;B.W
eisser,T
äterschaftin
Europa,2011,

32;W
essels/Beulke/Satzger,(Fn.I-130),§
16Rn
758.ド
イ
ツ
刑
法
第
25
条
第
⚑
項
は
、⽛
犯
罪
行
為
を
自
ら
…
…
遂
行
す
る
者
は
、
正
犯
者
と
し
て
罰

す
る
。⽜
と
規
定
し
て
、
不
法
構
成
要
件
を
自
ら
の
手
で
実
現
す
る
者
を
正
犯
者
と
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
こ
の
規
定
と
矛
盾
す
る
極
端

主
観
説
を
依
然
と
し
て
明
確
に
は
放
棄
し
て
い
な
い
も
の
の
、
実
質
的
に
は
⽛
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
事
件
⽜（
参
照
、
第
⚑
章
第
⚒
節
2Bb）
と
類
似
の
西
ド
イ

ツ
へ
の
逃
亡
者
に
発
砲
し
た
東
ド
イ
ツ
内
国
境
警
備
兵
を
正
犯
者
と
し
て
処
罰
し
、
幇
助
者
に
過
ぎ
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
の
で
（
BGH
St39,1,31f.;

40,218,232;45,270(296)）.参
照
、
第
⚓
章
）、
こ
の
事
件
に
関
す
る
判
決
は
⽛
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
事
件
⽜
判
決
か
ら
距
離
を
お
い
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い

る
。

（
⚓
)
S.T
rechsel,P.N
oll,Schw
eizerisches
StrafrechtA
T
1,6.A
ufl.,2004,206.

（
⚔
)
BGH
St4,20;Jescheck/W
eigend,(Fn.I--10),§
63
II3;K
ühl,(I-30),§
20
Rn
36;O
tto,(Fn.I-154),§
21
Rn
54.
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（
⚕
)
Jakobs,(I-75),21.A
bschn
Rn
62;K
rey/E
sser,(I-28),§
27
Rn
872;K
ühl,(I-30),§
20
Rn
37a;D
agegen
M
aurach/G
össel/Zipf,(Fn.I-122),

§
48Rn
49（
間
接
正
犯
）。
但
し
、
M
aurach/G
össel/Zipf,StrafrechtA
T
,T
b.2,8.A
ufl.,2014,§
48Rn
16（
レ
ン
チ
コ
フ
ス
キ
ー
執
筆
）
は
直
接
正

犯
説
を
採
る
。
鉄
道
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
甲
が
丙
に
向
か
っ
て
乙
を
突
き
飛
ば
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
乙
は
軌
道
上
に
転
落
し
て
進
入
し
て
き
た
列
車
に

轢
か
れ
た
と
い
う
場
合
、
甲
に
起
因
す
る
因
果
経
路
に
お
い
て
、
乙
は
単
な
る
自
然
因
で
あ
り
、
全
体
事
象
は
因
果
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
甲
は
直
接
正
犯
者
で
あ
る
。

（
⚖
)
K
rey/E
sser,(Fn.I-28),§
26Rn
872;V
gl.BGH
St14,152（
犬
が
旧
第
223
条
（
危
険
な
傷
害
罪
）
の
危
険
な
道
具
に
当
る
か
否
か
が
専
ら
問
題
と
さ
れ

た
事
案
で
あ
る
が
、
人
に
よ
る
傷
害
行
為
が
正
犯
と
な
る
こ
と
が
暗
黙
の
う
ち
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
）。

（
⚗
)
こ
れ
に
対
し
て
、
西
原
春
夫
⽝
刑
法
総
論
下
巻
⽞［
改
定
準
備
版
］
⚑
⚙
⚙
⚓
・
359
頁
は
、
刑
法
的
行
為
能
力
の
な
い
者
の
行
動
を
利
用
す
る
場
合
が
、⽛
間

接
⽜
正
犯
の
名
に
値
す
る
か
ど
う
か
は
問
題
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、
間
接
正
犯
も
正
犯
の
一
態
様
で
あ
り
、
そ
の
刑
法
的
取
り
扱
い
に
差
別
が
生
じ
な
い
か

ら
、
お
よ
そ
他
の
⽛
人
間
⽜
の
運
動
を
利
用
す
る
場
合
を
広
く
間
接
正
犯
と
称
し
て
差
し
支
え
な
い
と
す
る
。
同
旨
、
大
谷
實
⽝
刑
法
講
義
総
論
⽞［
新
版
第

⚕
版
］
⚒
⚐
⚑
⚙
・
143
頁
。

（
⚘
)
K
rey/E
sser,(Fn.I-28),§
26
Rn
872.

第
⚓
章

間
接
正
犯
者
（
正
犯
者
類
型

そ
の
二
）

第
⚑
節

総
説

⚑

間
接
正
犯
の
概
念

二
人
の
者
が
同
一
の
犯
罪
に
関
与
す
る
と
き
、
所
為
を
他
の
者
を
介
し
て
遂
行
す
る
者
、
具
象
的
に
表
現
す

る
と
、
自
己
の
所
為
の
た
め
に
他
人
の
手
を
利
用
す
る
者
も
正
犯
で
あ
る
。
こ
れ
が
⽛
間
接
正
犯
者
（
M
ittelbarerT
äter
（
⚑
））⽜
で
あ
り
、

背
後
者
（
＝
利
用
者
＝
黒
幕
）（
H
interm
ann）
と
も
呼
ば
れ
る
。
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
る
行
為
者
は
⽛
所
為
媒
介
者
（
＝
被
利
用
者
＝

中
間
者
）（
T
atm
ittler
（
⚒
））⽜、⽛
道
具
と
し
て
の
人
（
M
enschlichesW
erkzeug
（
⚓
））⽜
又
は
前
面
者
（
V
orderm
ann
（
⚔
））
と
も
呼
ば
れ
る
。
所

為
媒
介
者
は
所
為
を
自
分
の
手
で
実
行
す
る
こ
と
で
、⽛
自
分
の
手
を
汚
す
⽜
が
、
背
後
者
は
表
面
に
出
ず
、
自
分
の
た
め
に
⽛
仕
事
⽜
を
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し
て
も
ら
い
、⽛
そ
の
犯
罪
と
は
無
関
係
⽜だ
と
主
張
す
る
（
⚕
）。
し
か
し
、一
定
の
要
件
が
具
備
さ
れ
る
な
ら
、所
為
媒
介
者
が
、道
具
に
よ
っ

て
遂
行
さ
れ
た
所
為
の
正
犯
者
と
し
て
の
罪
責
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
局
、
間
接
正
犯
者
と
は
、
背
後
者
と
し
て
、
道
具
と
し

て
の
人
を
利
用
し
て
犯
罪
行
為
を
遂
行
す
る
者
で
あ
る
（
⚖
）。

⚒

間
接
正
犯
の
正
犯
性

犯
罪
理
論
史
上
、
間
接
正
犯
と
い
う
法
形
象
は
元
来
処
罰
の
間
隙
を
埋
め
る
役
割
を
果
た
し
た
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
間
接
正
犯
と
い
う
法
形
象
に
よ
っ
て
共
犯
の
厳
格
（
極
端
）
従
属
性
（
共
犯
は
正
犯
が
構
成
要
件
該
当
・
違
法
・

有
責
な
場
合
に
成
立
す
る
）
に
鑑
み
教
唆
の
廉
で
の
処
罰
が
で
き
な
い
場
合
を
捕
捉
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
精
神
病
者
を

利
用
し
て
人
を
殺
さ
せ
た
場
合
、
限
縮
的
正
犯
者
概
念
か
ら
出
立
す
る
と
利
用
者
は
正
犯
で
は
な
く
、
そ
う
か
と
い
っ
て
教
唆
犯
で
も
な

く
、
無
罪
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
間
接
正
犯
概
念
の
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
消
極
的
根
拠
づ
け
）。
し
か
し
、
今
日
、
正

犯
は
、
間
接
正
犯
の
形
態
で
あ
っ
て
も
単
に
間
隙
を
埋
め
る
役
割
を
果
た
す
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
く
、
共
犯
に
対
し
て
優
位
に
立
つ
に

至
っ
た
。
共
犯
の
制
限
従
属
性
に
よ
れ
ば
教
唆
と
し
て
の
構
成
が
可
能
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
背
後
者
を
間
接
正
犯
者
と
し
て
構
成
す
る

こ
と
が
優
先
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
積
極
的
根
拠
づ
け
（
⚗
））。

わ
が
国
で
は
、
間
接
正
犯
を
否
定
的
に
捉
え
る
見
解
が
あ
る
も
の
の
、
今
日
、
間
接
正
犯
肯
定
論
が
支
配
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ

の
根
拠
づ
け
に
は
異
な
っ
た
見
解
が
あ
る
。

Ａ

間
接
正
犯
無
用
説

ａ

共
犯
独
立
性
説
を
基
礎
と
す
る
無
用
説

共
犯
独
立
性
の
立
場
か
ら
は
、
教
唆
犯
、
従
犯
の
犯
罪
性
及
び
可
罰
性
を
正
犯
の
実
行
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行
為
と
は
関
係
な
く
論
じ
ら
れ
る
の
で
、
従
来
間
接
正
犯
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
す
べ
て
共
犯
又
は
共
同
正
犯
と
解
せ
ら
れ
こ
と
と

な
り
、
間
接
正
犯
の
概
念
は
無
用
と
な
る
（
⚘
）。⽛
簡
明
に
、
人
の
行
為
を
利
用
し
て
、
罪
を
犯
す
場
合
は
す
べ
て
共
犯
に
属
す
る
の
で
あ
る
と

し
て
見
る
と
、
共
犯
と
正
犯
と
は
、
そ
の
実
体
に
お
い
て
趣
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
⽜⽛
従
属
性
論
と
共
に
間
接
正
犯
論
も
捨
て
る
こ

と
が
事
理
の
理
解
を
簡
明
な
ら
し
め
る
（
⚙
）⽜。
し
か
し
、
本
説
は
、
正
犯
概
念
が
共
犯
概
念
に
先
行
す
べ
き
と
こ
ろ
、
共
犯
概
念
を
前
提
と
し

て
、
間
接
正
犯
の
存
否
を
論
ず
る
も
の
で
、
妥
当
で
な
い
（
10
）。
今
日
、
本
説
の
支
持
者
は
見
ら
れ
な
い
。

ｂ

拡
張
的
正
犯
概
念
と
共
犯
の
厳
格
従
属
性
の
結
合
説

本
説
は
、
伝
統
的
な
共
犯
の
厳
格
従
属
性
を
維
持
し
た
ま
ま
、
構
成
要
件

の
実
現
に
対
し
て
何
ら
か
の
条
件
を
与
え
た
者
が
正
犯
で
あ
る
と
捉
え
、
正
犯
の
範
囲
を
広
げ
、
と
く
に
法
律
に
よ
り
正
犯
か
ら
除
外
さ

れ
た
者
（
共
犯
）
だ
け
が
そ
の
例
外
を
な
す
と
す
る
の
で
、
間
接
正
犯
を
全
て
（
直
接
）
正
犯
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
正
犯
概

念
を
無
用
の
も
の
と
す
る
（
11
）。
今
日
、
本
説
も
支
持
者
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。

ｃ

限
縮
的
正
犯
概
念
を
基
礎
と
す
る
間
接
正
犯
無
用
説

今
日
、
わ
が
国
で
は
共
犯
独
立
性
説
や
拡
張
的
正
犯
概
念
か
ら
間
接
正
犯

概
念
を
消
極
的
に
捉
え
る
見
解
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
限
縮
的
正
犯
概
念
を
基
底
と
す
る
間
接
正
犯
無
用
論

が
有
力
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
（
12
）。
本
説
に
よ
れ
ば
、
間
接
正
犯
と
い
う
概
念
は
、
正
犯
に
関
す
る
限
縮
的
正
犯
概
念
及
び
共
犯
に
関
す
る
極

限
従
属
形
式
か
ら
生
ず
る
処
罰
上
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
、つ
ま
り
、⽛
従
属
犯
説
の
破
綻
を
救
う
⽜た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
い
か
に
も
み
ず
か
ら
犯
罪
を
実
行
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
責
任
の
な
い
者
（
例
え
ば
、
責
任
無
能
力
者
）
そ
の
他
を
い
わ
ば
道

具
と
し
て
自
分
の
手
足
の
よ
う
に
使
っ
て
自
分
の
犯
罪
意
思
を
実
現
す
る
の
だ
か
ら
、
価
値
的
に
は
自
分
で
実
行
す
る
直
接
正
犯
と
同
じ

扱
い
を
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
と
理
由
づ
け
ら
れ
る
が
、
犯
罪
と
し
て
刑
罰
を
科
さ
れ
る
行
為
は
、
ま
ず
刑
法
各
本
条
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
以
外
に
処
罰
さ
れ
る
の
は
共
犯
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
と
い
う
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
を
堅
持
す
る
か
ぎ
り
、
正
犯

で
も
共
犯
で
も
な
い
も
の
を
価
値
的
に
正
犯
と
同
価
値
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
正
犯
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
（
13
）。
近
時
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は
、⽛
行
為
支
配
⽜（
T
atherrschaft）
と
い
う
観
念
に
よ
っ
て
間
接
正
犯
を
を
根
拠
づ
け
る
試
み
が
あ
る
が
、
こ
の
観
念
は
戦
前
に
責
任

の
有
無
判
定
の
基
準
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
の
、
あ
ま
り
に
漠
然
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
観
念
の

焼
き
直
し
で
あ
っ
て
、そ
れ
が
責
任
よ
り
遥
か
に
細
か
い
解
釈
問
題
で
あ
る
正
犯
と
共
犯
の
区
別
基
準
と
し
て
役
立
つ
と
は
思
わ
れ
な
い
（
14
）。

共
犯
の
制
限
従
属
形
式
か
ら
出
立
し
て
、
可
罰
的
違
法
類
型
（
構
成
要
件
）
を
完
全
に
実
現
し
な
い
他
人
の
違
法
行
為
に
つ
い
て
も
可
罰

的
共
犯
が
可
能
だ
と
す
る
立
場
を
と
れ
ば
、
制
限
従
属
形
式
を
と
っ
て
も
な
く
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
間
接
正
犯
の
諸
場
合
（
例
え
ば
、
暴

力
団
の
親
分
が
絶
対
的
服
従
の
関
係
に
あ
る
子
分
に
競
争
相
手
を
襲
撃
し
殺
傷
す
る
よ
う
指
示
し
た
場
合
）、
共
犯
の
な
か
に
解
消
で

き
る
と
（
15
）。
し
か
し
、
本
説
は
、
実
際
上
、
正
犯
の
可
罰
性
の
範
囲
を
狭
め
よ
う
と
し
た
結
果
、
逆
に
共
犯
の
可
罰
性
の
範
囲
を
拡
大
さ
せ

の
で
あ
る
が
、
理
論
的
に
は
⽛
正
犯
な
き
共
犯
⽜
を
認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
（
16
）。
本
説
は
、
罪
刑
法
定
主
義
上
、

間
接
正
犯
を
認
め
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
間
接
正
犯
の
明
文
の
規
定
が
な
く
と
も
、
自
己
の
身
体
を
使

う
ば
か
り
で
な
く
、
自
己
の
意
思
ど
お
り
に
他
人
を
利
用
し
て
実
行
行
為
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
事
実
的
、
規
範
的
観
点
か

ら
こ
の
場
合
も
（
間
接
）
正
犯
と
し
て
扱
う
こ
と
に
問
題
は
な
い
（
17
）。

Ｂ

間
接
正
犯
肯
定
説

間
接
正
犯
の
正
犯
性
の
理
論
的
根
拠
に
関
し
て
一
致
し
た
見
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
わ
が
国
で
は
、
大

別
す
る
と
、
三
説
が
見
ら
れ
る
。

ａ

実
行
行
為
説

本
説
に
よ
れ
ば
、
他
人
を
道
具
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
を
実
現
す
る
場
合
が
間
接
正
犯
で
あ
る
。

間
接
正
犯
は
、
制
限
的
（
限
縮
的
）
正
犯
概
念
に
立
脚
し
、
共
犯
の
極
端
従
属
形
態
（
極
限
従
属
形
式
）
を
採
用
す
る
立
場
か
ら
生
ず
る

不
可
罰
的
場
合
の
不
都
合
さ
を
避
け
る
た
め
に
、
二
次
的
・
補
充
的
な
も
の
と
し
て
考
案
さ
れ
た
弥
縫
策
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で

な
く
、
規
範
的
観
点
に
お
い
て
、
直
接
正
犯
と
同
視
さ
れ
る
べ
き
、
そ
の
本
質
的
性
格
の
認
識
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
観
念
で
あ
る
（
18
）。
間
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接
正
犯
の
正
犯
的
性
格
の
実
体
は
、
そ
の
場
合
に
、
直
接
正
犯
と
質
的
に
異
な
ら
な
い
実
行
行
為
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

背
後
の
利
用
者
の
行
為
に
は
、
主
観
的
に
は
、
実
行
の
意
思
が
備
え
ら
れ
、
客
観
的
に
は
、
被
利
用
者
の
利
用
に
一
定
の
犯
罪
を
実
現
す

る
現
実
的
な
危
険
性
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
（
19
）。
本
説
は
、
利
用
行
為
の
⽛
定
型
性
⽜
と
い
う
概
念
に
不
明
確
性
が
伴
う
こ
と
か
ら
、

⽛
定
型
性
⽜
を
明
確
に
す
る
た
め
に
利
用
行
為
の
⽛
現
実
的
危
険
性
⽜
で
補
充
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
共
犯
（
教
唆
・
幇
助
）
行
為
と

い
え
ど
も
結
果
を
発
生
さ
せ
る
危
険
性
と
い
う
点
で
は
正
犯
行
為
に
劣
ら
ず
危
険
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
正
犯
の
規
準
で
あ
る
⽛
現
実

的
⽜
危
険
性
を
共
犯
行
為
の
⽛
非
現
実
的
⽜
危
険
性
か
ら
区
別
す
る
こ
と
は
現
実
に
は
困
難
で
あ
る
と
云
え
よ
う
（
20
）。

ｂ

規
範
的
障
害
説

本
説
に
よ
れ
ば
、
間
接
正
犯
と
は
、
他
の
人
間
を
自
己
の
犯
罪
の
実
現
に
利
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を

器
具
あ
る
い
は
動
物
と
同
じ
よ
う
に
一
方
的
に
利
用
す
る
点
に
お
い
て
、
共
犯
と
異
な
る
（
21
）。
共
同
正
犯
は
正
犯
の
一
態
様
で
あ
る
か
ら
、

間
接
正
犯
の
成
立
範
囲
は
、
非
共
犯
性
と
正
犯
性
の
両
面
か
ら
追
及
し
、
し
か
も
両
者
の
合
致
し
た
と
こ
ろ
に
そ
の
限
界
が
あ
る
。
抽
象

的
に
云
う
と
、
そ
の
限
界
を
画
す
る
基
準
は
、
利
用
さ
れ
る
他
人
が
規
範
的
に
見
て
犯
罪
実
現
の
障
害
に
な
る
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

法
秩
序
は
、
責
任
能
力
の
あ
る
者
に
対
し
て
は
違
法
行
為
を
避
け
、
適
法
行
為
に
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
期
待
可
能
な
者
、

換
言
す
る
と
、
悪
し
き
行
為
動
機
に
対
し
て
良
き
行
為
動
機
を
形
成
し
こ
れ
を
駆
逐
す
る
能
力
を
持
ち
、
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
状
態
に

あ
る
者
が
介
在
し
た
場
合
、
法
秩
序
の
立
場
か
ら
は
、
そ
れ
は
犯
罪
実
現
の
規
範
的
障
害
と
な
る
。
他
の
人
間
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
規

範
的
障
害
た
り
え
な
い
場
合
、
そ
の
利
用
は
自
ら
の
手
で
犯
罪
を
実
現
す
る
の
と
同
様
で
あ
り
、
そ
こ
に
正
犯
性
が
認
め
ら
れ
る
（
22
）。
本
説

は
、
一
般
に
共
犯
の
厳
格
従
属
性
を
前
提
と
し
つ
つ
、
間
接
正
犯
の
場
合
に
つ
い
て
の
非
共
犯
性
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
論

理
的
に
は
、
正
犯
概
念
が
共
犯
概
念
に
先
行
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点
で
、
本
説
は
問
題
を
含
ん
で
い
る
（
23
）。
こ
の
点
は
別
と
し
て
も
、⽛
規

範
的
障
害
⽜
を
判
断
す
る
規
準
と
し
て
の
適
法
行
為
の
⽛
期
待
可
能
性
⽜
だ
け
で
、
間
接
正
犯
の
成
立
範
囲
を
画
す
る
の
は
不
十
分
と
云

う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
24
）。
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ｃ

行
為
支
配
説

本
説
は
、
縮
限
正
犯
概
念
（
限
縮
的
正
犯
概
念
）
の
前
提
を
維
持
す
る
も
の
の
、
自
己
の
手
に
よ
る
実
行
に
換
え

て
⽛
構
成
要
件
該
当
の
行
為
支
配
⽜
を
も
っ
て
正
犯
概
念
の
規
準
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
自
分
自
身
の
挙
動
に
よ
っ
た
か
ど
う
か
は

事
実
的
な
態
様
で
あ
っ
て
未
だ
法
的
に
重
要
で
な
く
、
一
定
の
所
為
が
彼
の
⽛
は
た
ら
き
⽜
と
云
え
る
か
ど
う
か
が
法
的
に
意
味
を
も
つ
。

す
で
に
事
実
的
に
は
道
具
を
使
用
す
る
態
様
、
動
物
を
使
用
す
る
態
様
も
利
用
者
の
は
た
ら
き
と
見
ら
れ
る
以
上
、
ひ
と
の
挙
動
を
利
用

す
る
態
様
も
利
用
者
の
は
た
ら
き
と
見
る
こ
と
は
一
概
に
否
定
さ
れ
な
い
。
他
人
の
挙
動
を
自
己
の
行
為
の
一
部
と
し
て
利
用
支
配
す
る

と
き
、
他
人
の
挙
動
を
自
己
の
は
た
ら
き
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
共
犯
は
他
人
の
意
思
支
配
を
通
じ
て
の
間
接
の
結
果
到
達
で
あ
る
の

に
対
し
、
正
犯
は
意
思
支
配
を
持
た
ぬ
他
人
を
道
具
と
す
る
直
接
の
結
果
到
達
で
あ
る
（
25
）。
行
為
支
配
に
は
⽛
事
実
的
⽜
側
面
と
⽛
規
範
的
⽜

側
面
が
あ
る
が
、
こ
の
点
で
、
犯
罪
事
実
の
支
配
、
と
く
に
優
越
的
支
配
の
有
無
と
い
う
行
為
支
配
的
な
考
え
方
が
基
本
的
に
有
用
で
あ

り
、
そ
れ
は
⽛
事
実
的
な
⽜
行
為
支
配
で
あ
る
と
論
ず
る
見
解
も
見
ら
れ
る
（
26
）。
さ
ら
に
、
正
犯
と
は
、
違
法
事
実
の
実
現
に
つ
い
て
主
導

的
役
割
を
演
じ
た
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
立
し
て
、
行
為
支
配
と
い
っ
て
も
、
因
果
過
程
を
思
う
ま
ま
に
左
右
す
る
こ
と
ま
で
は

必
要
と
さ
れ
ず
、
実
現
事
実
を
第
一
次
的
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
程
度
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
と
す
る

見
解
も
見
ら
れ
る
（
27
）。
な
お
、
正
犯
と
は
、
構
成
要
件
を
実
現
す
る
現
実
的
危
険
性
の
あ
る
行
為
を
自
ら
行
う
こ
と
と
い
う
こ
と
か
ら
出
立

し
て
、
間
接
正
犯
に
つ
き
、
形
式
的
に
は
実
行
行
為
性
説
が
妥
当
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
実
質
的
に
は
、
利
用
者
が
被
利
用
者
の
行
為
を

自
己
の
意
思
に
基
づ
い
て
支
配
し
、
所
期
の
目
的
を
実
現
す
る
点
に
間
接
正
犯
の
根
拠
が
あ
る
の
で
、
行
為
支
配
説
が
妥
当
と
す
る
見
解

も
あ
る
（
28
）。

⚓

意
思
支
配
と
し
て
の
間
接
正
犯

間
接
正
犯
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、
所
為
支
配
説
が
学
説
だ
け
で
な
く
判
例
で
も
支
配
的
と

な
っ
た
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
遅
く
と
も
［
シ
リ
ウ
ス
事
件
］
判
決
（
29
）（
後
出
、
本
章
第
⚒
節
⚔
）
と
［
猫
王
事
件
］
判
決
（
30
）（
後
出
、
本
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章
第
⚓
節
⚑
）
以
来
、
間
接
正
犯
者
の
所
為
支
配
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
所
為
支
配
は
学
説
で
は
⽛
意
思
支
配
（
W
illensherrschaft）⽜

と
呼
ば
れ
る
。
背
後
者
が
事
態
の
⽛
中
心
人
物
⽜
で
あ
り
、
道
具
が
中
心
人
物
な
の
で
は
な
い
。
背
後
者
が
、
そ
の
優
越
的
認
識
又
は
優

越
的
意
思
に
よ
っ
て
、
道
具
に
よ
る
犯
罪
行
為
の
遂
行
を
支
配
し
、
道
具
を
意
の
ま
ま
に
動
か
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
所
為
媒
介
者
は
、
構

成
要
件
を
自
ら
の
手
で
実
現
す
る
が
、
劣
位
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
背
後
者
は
、
他
人
の
介
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
為
事
象
を
自
分

の
意
思
に
よ
っ
て
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
31
）。
例
え
ば
、
道
具
と
し
て
の
人
が
、
欺
罔
さ
れ
た
た
め
に
故
意
を
有
す
る
こ
と

な
く
行
為
を
す
る
か（
い
わ
ゆ
る
強
要
支
配
）、正
当
化
さ
れ
る
行
為
を
す
る
か
、脅
迫
さ
れ
た
た
め
に
免
責
緊
急
避
難
行
為
を
す
る
か（
い

わ
ゆ
る
錯
誤
支
配
な
い
し
認
識
支
配
）、
又
は
、
責
任
無
能
力
状
態
で
行
為
す
る
と
い
っ
た
場
合
、
背
後
者
は
こ
う
い
っ
た
事
情
を
道
具
と

し
て
の
人
を
制
禦
す
る
た
め
に
利
用
す
る
の
で
あ
る
（
32
）。

間
接
正
犯
に
お
い
て
は
、
背
後
者
と
し
て
所
為
支
配
を
有
す
る
者
の
み
が
正
犯
者
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
道
具
と
し
て
の
人
は
当

該
故
意
犯
の
正
犯
と
は
な
り
え
ず
、
不
処
罰
か
、
場
合
に
よ
っ
て
過
失
犯
が
成
立
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
、
故
意
犯
へ
の
幇
助
に
過
ぎ
な
い

か
、
又
は
、
間
接
正
犯
者
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
犯
罪
よ
り
も
軽
い
他
の
犯
罪
で
処
罰
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
（
参
照
、
本
章
第
⚒
節
）。
そ

れ
故
、
そ
の
者
自
身
故
意
犯
の
正
犯
者
と
し
て
可
罰
的
で
あ
る
場
合
、⽛
道
具
と
し
て
の
人
⽜
の
背
後
に
い
る
背
後
者
を
⽛
正
犯
者
の
背
後

の
正
犯
者
⽜
と
呼
び
、
所
為
媒
介
者
に
故
意
の
直
接
正
犯
、
背
後
者
に
間
接
正
犯
を
認
め
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
（
33
）（
参
照
、
本
章
第
⚓

節
）。し

た
が
っ
て
、
間
接
正
犯
の
基
礎
に
は
い
わ
ゆ
る
⽛
答
責
原
理
（
V
erantw
ortungsprinzip）⽜
が
あ
る
（
34
）。
こ
れ
は
、
背
後
者
が
事
実
的

に
も
規
範
的
に
も
道
具
と
し
て
の
人
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
間
接
正
犯
者
は
所
為
遂
行
の
た
め
に
、
故
意
に
他
人
を
道
具
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と
し
て
悪
用
す
る
の
で
あ
る
。
直
接
的
に
行
為
す
る
者
が
自
ら
故
意
犯
の
正
犯
者
と
し
て
の
責
任
を
負
え
る
な
ら
、
こ
の
者
が
同
時
に
背

後
者
の
⽛
道
具
⽜
と
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
直
接
的
に
行
為
を
す
る
が
、
し
か
し
、
自
ら
は
自
分
の
行
動
に
当
該
故
意
犯

の
正
犯
者
と
し
て
の
責
任
を
負
え
な
い
場
合
に
は
じ
め
て
、
こ
の
故
意
犯
罪
は
、
背
後
者
に
そ
の
支
配
的
役
割
に
基
づ
き
、
あ
た
か
も
道

具
を
利
用
す
る
こ
と
な
く
自
分
の
手
で
遂
行
し
た
か
の
よ
う
に
、
自
分
の
所
為
と
し
て
帰
属
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
35
）。
し
た
が
っ
て
、
犯
罪

の
成
立
要
件（
構
成
要
件
該
当
性
、不
法
及
び
責
任
）は
す
べ
て
背
後
者
で
あ
る
間
接
正
犯
者
と
関
連
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
36
）。

第
⚒
節

間
接
正
犯
の
諸
形
態

本
節
で
は
、
所
為
媒
介
者
を
分
類
し
た
上
で
、
間
接
正
犯
の
成
立
す
る
範
囲
を
検
討
す
る
。

⚑

故
意
な
き
行
為
を
す
る
道
具

故
意
な
く
行
為
を
す
る
所
為
媒
介
者
は
、
所
為
状
況
を
認
識
し
て
い
な
い
か
誤
っ
た
認
識
を
し
て
い
る
の
で
、
ど
う
い
う
状
況
の
下
で

行
為
を
し
て
い
る
か
の
認
識
を
有
し
な
い
（
所
為
状
況
の
錯
誤
）。
こ
う
い
っ
た
錯
誤
に
陥
っ
て
い
る
所
為
媒
介
者
を
優
越
的
認
識
に
基

づ
き
支
配
す
る
の
が
状
況
を
見
通
し
て
い
る
背
後
者
で
あ
る
（
い
わ
ゆ
る
錯
誤
支
配
）。

先
ず
、
欺
罔
行
為
を
す
る
と
か
錯
誤
状
態
を
悪
用
す
る
場
合
が
あ
る
。
背
後
者
が
所
為
媒
介
者
に
錯
誤
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
、
間
接
正

犯
が
認
め
ら
れ
る
。

［
設
例
⚑
］
医
師
甲
は
、
患
者
丙
用
の
注
射
器
に
致
死
性
の
毒
物
を
混
入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
看
護
師
乙
に
無
害
の
鎮
痛
剤
が
入
っ
て
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い
る
と
騙
し
て
渡
し
た
。
丙
は
そ
の
注
射
を
射
た
れ
て
死
亡
し
た
。

［
設
例
⚒
］乙
は
追
い
込
猟
の
と
き
、勢
子
丙
を
薄
明
か
り
の
中
で
鹿
と
間
違
え
て
射
殺
し
た
。
こ
の
錯
誤
を
生
じ
さ
せ
た
の
は
甲
だ
っ
た
。

甲
は
そ
の
憎
ん
で
い
た
丙
を
殺
害
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
乙
を
悪
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。（
ク
ラ
イ
／
エ
ッ
サ
ー
の
設
例
）

［
設
例
⚓
］食
堂
の
客
甲
は
同
食
堂
の
乙
に
、携
帯
品
置
き
場
に
客
丙
が
吊
り
下
げ
て
い
た
外
套
を
自
分
の
物
だ
と
偽
っ
て
、渡
し
て
も
ら
っ

た
。こ

れ
ら
の
設
例
に
お
い
て
、
乙
は
殺
人
罪
な
い
し
窃
盗
罪
の
客
観
的
構
成
要
件
を
実
現
し
た
が
、
殺
害
す
る
こ
と
の
認
識
な
い
し
窃
取

の
認
識
が
な
い
の
で
、
構
成
要
件
的
錯
誤
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
構
成
要
件
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
乙
は
場
合
に
よ
っ
て
過

失
致
死
罪
に
問
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
（
過
失
窃
盗
罪
は
存
在
し
な
い
）。
甲
は
乙
の
構
成
要
件
的
錯
誤
を
利
用
し
た
の
で
他
の
者
を
介
し

た
殺
人
罪
な
い
し
窃
盗
罪
を
遂
行
し
た
。
殺
人
行
為
の
際
、
乙
に
殺
害
の
認
識
は
あ
っ
た
が
そ
の
意
欲
は
な
か
っ
た
場
合
、
つ
ま
り
、
認

識
あ
る
過
失
の
場
合
で
す
ら
、
乙
は
結
果
の
発
生
を
意
欲
し
て
い
な
い
の
で
、
故
意
の
意
欲
の
面
で
、
つ
ま
り
、
生
命
と
い
う
法
益
を
侵

害
す
る
決
意
の
面
で
、
甲
が
乙
に
優
越
す
る
。
結
局
、
背
後
者
だ
け
が
事
実
的
に
も
規
範
的
に
も
事
態
を
支
配
し
て
い
る
と
云
え
る
（
37
）。
道

具
と
し
て
悪
用
さ
れ
た
乙
に
は
、
故
意
殺
人
罪
な
い
し
窃
盗
罪
の
正
犯
者
と
し
て
の
答
責
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
殺
人
な
い
し
窃
盗
は
背
後

者
と
し
て
の
甲
に
自
己
の
犯
行
と
し
て
帰
属
さ
れ
る
。
甲
に
は
間
接
正
犯
形
態
の
殺
人
罪
な
い
し
窃
盗
罪
が
成
立
す
る
（
38
）。

背
後
者
が
所
為
媒
介
者
に
す
で
に
存
在
す
る
錯
誤
を
利
用
し
た
場
合
（
参
照
、［
設
例
⚕
］）
も
、
背
後
者
は
⽛
盲
目
的
⽜
所
為
実
行
者

へ
の
錯
誤
支
配
を
有
す
る
（
39
）。
そ
の
際
、
所
為
媒
介
者
に
過
失
が
あ
る
か
否
か
も
問
わ
れ
な
い
（
40
）。
所
為
媒
介
者
に
過
失
犯
に
関
す
る
正
犯
が

認
定
さ
れ
て
も
、
背
後
者
が
引
き
続
き
優
越
的
認
識
に
よ
り
所
為
媒
介
者
を
制
禦
し
て
い
る
と
云
え
る
。
所
為
媒
介
者
に
過
失
が
あ
る
と
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い
う
こ
と
は
、
過
失
行
為
が
回
避
可
能
で
あ
っ
て
、
そ
の
廉
で
道
具
と
し
て
の
人
が
非
難
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な

い
。次

に
、⽛
部
分
的
間
接
正
犯
⽜
と
い
う
形
態
が
考
え
ら
れ
る
。
所
為
媒
介
者
が
、
事
情
を
良
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
構
成
要
件
的

錯
誤
の
た
め
よ
り
軽
い
犯
罪
を
遂
行
す
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
よ
り
重
い
犯
罪
を
故
意
な
く
遂
行
す
べ
く
悪
用
さ
れ
る
場
合
で

あ
る
。

［
設
例
⚔
］
甲
は
乙
に
毒
物
を
渡
し
、
こ
れ
を
丙
の
紅
茶
に
注
い
で
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
。
乙
は
、
毒
物
が
致
死
性
で
あ
る
こ
と
を
甲
の
欺

罔
行
為
に
よ
り
知
ら
な
か
っ
た
。
乙
は
犯
行
を
実
行
す
る
が
、
そ
の
際
、
丙
に
傷
害
を
生
じ
さ
せ
る
に
過
ぎ
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
実
際

に
は
丙
は
死
亡
し
た
の
で
、
乙
は
驚
い
た
。（
ク
ラ
イ
／
エ
ッ
サ
ー
の
設
例
）

乙
に
は
、
殺
人
の
故
意
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
殺
人
罪
は
成
立
し
な
い
が
、
傷
害
致
死
罪
は
成
立
す
る
。
し
か
し
、
甲
に
は
故
意
な

き
道
具
を
利
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
正
犯
の
形
態
の
殺
人
罪
が
成
立
す
る
（
41
）。
乙
に
は
殺
人
の
故
意
は
無
い
。
乙
の
構
成
要
件
的
錯
誤

を
甲
は
悪
用
し
た
の
で
あ
る
。
傷
害
に
関
し
て
、
甲
は
乙
を
唆
し
て
い
る
の
で
教
唆
に
問
擬
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、
乙
は
故
意
な
き
道

具
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
共
犯
は
殺
人
の
間
接
正
犯
と
観
念
的
競
合
の
関
係
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
間
接
正
犯
は
⽛
部
分
的
間
接
正
犯
⽜

と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
正
犯
者
概
念
が
構
成
要
件
関
連
的
所
為
支
配
（
T
atbestandsbezogenheit
des

T
äterbegriffs）
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
し
、
こ
れ
に
よ
り
可
罰
的
正
犯
者
の
い
な
い
殺
人
と
い
う
的
外
れ
の
結

論
が
避
け
ら
れ
る
（
42
）。
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さ
ら
に
、
事
情
を
知
ら
な
い
他
の
者
を
唆
す
場
合
だ
け
で
な
く
、
背
後
者
が
、
故
意
な
き
道
具
の
所
為
遂
行
に
当
っ
て
表
面
上
は
手
助

け
を
す
る
行
為
で
こ
の
者
を
悪
用
す
る
場
合
も
、
故
意
な
き
道
具
に
よ
る
間
接
正
犯
は
可
能
で
あ
る
。

［
設
例
⚕
］
狩
猟
の
際
に
、
甲
は
、
乙
が
鹿
だ
と
誤
想
し
て
勢
子
の
丙
を
撃
と
う
と
し
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
と
こ
ろ
、
甲
は
丙
を
憎
ん
で

い
た
の
で
、
薄
明
か
り
の
中
で
自
分
の
猟
銃
を
探
し
て
い
た
乙
に
そ
れ
を
手
渡
し
、
乙
は
丙
を
射
殺
し
た
。
乙
は
自
分
の
錯
誤
に
気
づ
い

て
驚
い
た
。（
ク
ラ
イ
／
エ
ッ
サ
ー
等
の
設
例
）

［
設
例
⚖
］
甲
は
、
乙
が
所
有
権
の
帰
属
状
況
に
関
し
て
錯
誤
の
陥
っ
て
お
り
、
相
続
し
た
と
誤
信
し
た
家
具
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
き
、
こ
の
こ
と
を
知
り
な
が
ら
乙
に
斧
を
貸
す
。（
シ
ュ
ト
ラ
ー
テ
ン
ヴ
ェ
ル
ト
の
設
例
）

［
設
例
⚕
］
で
は
、
乙
に
は
殺
人
の
故
意
が
な
く
、
過
失
致
死
の
罪
責
を
問
わ
れ
る
の
に
止
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
甲
に
は
間
接
正
犯

の
形
態
の
殺
人
罪
が
成
立
す
る
。
乙
に
丙
殺
害
の
故
意
が
あ
っ
た
な
ら
、
甲
は
客
観
的
に
は
幇
助
行
為
を
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
こ

と
は
重
要
で
な
い
（
43
）。
こ
の
援
助
の
場
合
も
、
唆
し
の
場
合
と
同
様
に
、
事
実
的
に
も
規
範
的
に
も
、
背
後
者
の
所
為
支
配
が
認
め
ら
れ
る
。

な
る
ほ
ど
、
甲
は
乙
に
所
為
決
意
を
生
じ
さ
せ
て
お
ら
ず
、
乙
を
支
援
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
し
か
し
、
乙
は
⽛
自
分
の
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
な
い
⽜
の
で
、
甲
の
優
越
的
認
識
が
甲
を
⽛
所
為
支
配
者
⽜
に
し
て
い
る
。
甲
は
⽛
盲
目
の
⽜
所
為
実
行
者
を
錯
誤
支
配
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
乙
に
殺
人
罪
は
成
立
し
な
い
の
で
、そ
の
所
為
は
甲
に
そ
の
犯
罪
と
し
て
帰
属
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、

⽛
殺
人
者
な
き
殺
人
⽜
と
な
っ
て
し
ま
う
（
44
）。
同
様
に
、［
設
例
⚖
］
で
は
、
乙
に
は
物
の
⽛
他
人
性
⽜
に
関
す
る
認
識
が
欠
如
す
る
の
で
、

物
の
損
壊
罪
の
故
意
が
な
い
。
背
後
者
甲
の
事
実
的
、
規
範
的
所
為
支
配
が
認
め
ら
れ
る
（
45
）。
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⚒

適
法
行
為
を
す
る
道
具

構
成
要
件
の
段
階
だ
け
で
な
く
、
違
法
性
の
段
階
で
も
間
接
正
犯
の
成
否
が
問
題
と
な
る
。
所
為
媒
介
者
は
構
成
要
件
該
当
の
、
し
か

し
、
適
法
行
為
を
す
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
背
後
者
が
被
利
用
者
を
介
し
て
違
法
な
犯
罪
行
為
を
し
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型

的
例
は
、
騙
さ
れ
た
公
務
員
（
警
察
官
、
裁
判
官
）
を
道
具
と
し
て
悪
用
す
る
間
接
正
犯
で
あ
る
。

［
設
例
⚗
］
無
実
の
丙
を
懲
ら
し
め
る
た
め
に
、
甲
は
虚
偽
の
事
実
を
告
げ
る
と
と
も
に
証
拠
を
捏
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
警
察
官
乙
に
丙

を
緊
急
逮
捕
さ
せ
た
。

乙
は
故
意
で
逮
捕
監
禁
罪
の
客
観
的
構
成
要
件
を
充
足
し
た
。
し
か
し
、
甲
の
欺
罔
行
為
の
故
に
、
丙
に
緊
急
逮
捕
要
件
（
刑
訴
法
第

210
条
）
が
具
備
さ
れ
て
い
る
と
き
、
乙
の
行
為
は
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
。
し
か
し
、
問
題
な
の
は
こ
の
適
法
行
為
で
な
く
、
背
後
者
の

行
為
の
違
法
性
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
甲
が
適
法
に
行
為
す
る
乙
の
錯
誤
を
悪
用
し
た
と
こ
ろ
に
、
つ
ま
り
、
単
に
乙
に
行
為
を

す
る
よ
う
に
仕
向
け
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
で
は
な
く
、
事
態
を
よ
り
よ
く
認
識
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
甲
の
所
為
支
配
が
認
め
ら
れ

る
（
優
越
的
認
識
）。
乙
は
法
令
上
、
悪
意
の
甲
が
目
的
と
し
て
い
る
行
動
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
甲
に
は
正
当
化
事
由
が
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
所
為
も
違
法
で
あ
る
。
甲
は
適
法
に
行
為
す
る
乙
を
道
具
と
し
て
故
意
に
悪
用
し
て
い
る
。
甲
は
逮
捕
の
要
件
が
具
備
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
も
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
甲
に
逮
捕
監
禁
行
為
が
そ
の
犯
罪
行
為
と
し
て
帰
属
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も

な
け
れ
ば
、
乙
は
⽛
犯
罪
者
な
き
犯
罪
⽜
と
し
て
の
逮
捕
監
禁
の
被
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
（
46
）。
も
と
よ
り
、
真
実
を
告
げ
る
こ
と
に
よ
り

警
察
官
に
逮
捕
さ
せ
る
者
に
逮
捕
監
禁
罪
の
間
接
正
犯
が
成
立
す
る
こ
と
は
な
い
（
47
）。
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次
に
、
い
わ
ゆ
る
⽛
訴
訟
詐
欺
⽜
も
［
設
例
⚗
］
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

［
設
例
⚘
］
甲
が
丙
に
請
求
権
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
⚑
⚐
⚐
⚐
万
円
の
支
払
い
を
求
め
て
訴
訟
を
起
こ
し
、
証
拠
方
法
を
捏
造
し
て
裁

判
所
乙
を
騙
し
、
勝
訴
し
た
。

甲
に
は
、
乙
を
騙
し
て
⽛
適
法
な
道
具
⽜
と
し
て
悪
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
間
接
正
犯
の
形
態
の
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
。
乙
は
騙
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
錯
誤
に
陥
り
、
丙
の
財
産
を
処
分
し
た
の
で
あ
り
、
敗
訴
し
た
丙
は
被
害
者
で
あ
る
（
三
角
詐
欺
）。
善
意
の
、
適
法
な
財

産
的
処
分
権
限
を
有
す
る
裁
判
所
を
故
意
に
悪
用
し
た
た
め
、
甲
に
裁
判
所
の
財
産
的
処
分
行
為
が
自
己
の
財
産
的
処
分
行
為
の
よ
う
に

帰
属
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
甲
は
、
悪
意
だ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
所
と
は
異
な
り
、
適
法
に
行
為
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
甲
を

処
罰
す
る
こ
と
は
、
実
体
に
適
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
⽛
詐
欺
犯
人
な
き
詐
欺
⽜
と
い
う
的
外
れ
な
結
論
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
48
）。

所
為
媒
介
者
の
正
当
防
衛
状
況
や
緊
急
避
難
状
況
を
利
用
す
る
間
接
正
犯
と
い
う
形
態
も
可
能
で
あ
る
（
49
）。

［
設
例
⚙
］甲
は
、⽛
消
し
て
⽜し
ま
い
た
い
精
神
病
者
丙
を
挑
発
し
て
、乙
を
攻
撃
さ
せ
る
。
乙
は
丙
に
反
撃
し
て
丙
を
殺
害
す
る
。（
ヴ
ェ

ル
ツ
ェ
ル
の
設
例
）

甲
に
は
間
接
正
犯
の
殺
人
罪
が
成
立
す
る
。
甲
は
意
図
的
に
、
被
侵
害
者
乙
が
侵
害
者
丙
に
対
す
る
防
衛
行
為
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ

う
な
正
当
防
衛
状
況
に
お
き
、
実
際
に
、
甲
が
望
ん
だ
よ
う
に
そ
れ
が
実
現
し
た
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
因
果
経
路
は
丙
、
乙
を
通
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し
て
進
行
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
背
後
者
は
両
者
を
道
具
と
し
て
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
一
方
で
、
被
侵
害
者
乙
は
侵

害
者
丙
に
対
し
防
衛
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
お
か
れ
る
必
要
が
あ
る
。
他
方
で
、
侵
害
者
は
間
接
正
犯
者
に
対
し
て
劣
位
に
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
侵
害
者
が
精
神
病
者
の
と
き
に
は
背
後
者
の
間
接
正
犯
が
肯
定
さ
れ
る
が
、
そ
う
で
な
い
と
き
、
例
え
ば
、

侮
辱
が
あ
っ
た
と
嘘
を
つ
か
れ
、
侮
辱
者
と
さ
れ
た
者
へ
反
撃
す
る
よ
う
に
唆
さ
れ
た
者
は
動
機
に
錯
誤
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
背

後
者
の
間
接
正
犯
は
否
定
さ
れ
る
（
50
）。
違
法
に
攻
撃
を
受
け
た
者
に
防
衛
行
為
の
助
言
を
し
た
り
、
防
衛
行
為
の
助
っ
人
を
し
た
り
し
た
場

合
、
こ
の
助
言
者
・
助
っ
人
に
被
侵
害
者
の
救
助
で
な
く
侵
害
者
を
や
っ
つ
け
る
こ
と
に
関
心
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
適
法
な
主
犯
へ
の

共
犯
が
成
立
す
る
こ
と
は
な
い
。
悪
し
き
心
情
だ
け
で
は
適
法
な
主
犯
へ
の
共
犯
を
違
法
と
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
51
）。

公
務
員
間
に
お
い
て
、
上
司
が
そ
の
部
下
に
内
容
的
に
違
法
な
拘
束
力
の
あ
る
命
令
に
よ
っ
て
犯
罪
へ
誘
致
す
る
と
き
、
上
司
の
間
接

正
犯
の
成
否
が
問
題
と
な
る
。
な
る
ほ
ど
、
基
本
的
に
は
、
違
法
な
命
令
が
拘
束
力
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
上
司
が
そ
の
内

容
が
違
法
で
あ
る
命
令
を
下
し
、
そ
の
違
法
性
の
認
識
の
な
い
部
下
が
当
該
命
令
を
遂
行
す
る
場
合
が
あ
る
。
か
か
る
場
合
、
部
下
の
行

為
が
正
当
化
さ
れ
な
い
と
す
る
な
ら
、
部
下
は
、
一
方
で
、
服
従
義
務
を
課
せ
ら
れ
、
他
方
で
、
法
に
よ
っ
て
ま
さ
に
禁
止
さ
れ
て
い
る

行
為
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
解
決
不
能
の
矛
盾
が
生
ず
る
の
だ
が
、
服
従
義
務
が
優
越
す
る
限
り
、
部
下
の
行
為
は
正
当
化
さ
れ
る
。
し

か
し
、
不
法
（
不
正
）
が
法
（
正
）
に
転
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
指
図
を
す
る
上
司
の
行
為
は
外
的
法
関
係
に
お
い
て
違
法
で
あ
る
が
、

部
下
の
行
為
だ
け
が
内
的
法
関
係
に
お
い
て
生
ず
る
服
従
義
務
に
基
づ
い
て
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
法
律
上
命
令
に
瑕
疵
の
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
上
司
に
間
接
正
犯
が
成
立
す
る
（
52
）。

ド
イ
ツ
の
裁
判
例
に
は
、
車
道
座
り
込
み
に
よ
る
自
動
車
交
通
の
妨
害
が
間
接
正
犯
を
成
立
さ
せ
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
が
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あ
る
。

［
裁
判
例
］
BV
erfG
(1.Senat),Beschlussvom
07.03.2011,N
JW
2011,3020［
座
り
込
み
封
鎖
事
件
］（
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
侵
攻
作

戦
に
反
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
近
郊
の
米
軍
基
地
前
で
そ
こ
に
通
ず
る
車
道
に
座
り
込
ん
だ
示
威
運
動
参
加
者
た

ち
が
、
心
理
的
強
制
に
よ
っ
て
停
止
し
て
い
る
最
前
列
の
自
動
車
運
転
者
を
道
具
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
後
続
車
両
の
走
行
を
停
止

さ
せ
た
こ
と
が
、
間
接
正
犯
の
形
態
で
の
強
要
罪
が
成
立
す
る
か
が
問
題
と
さ
れ
た
。
約
40
人
の
示
威
運
動
参
加
者
の
中
一
人
が
起
訴
さ

れ
た
事
案
）。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
先
ず
、
示
威
運
動
参
加
者
が
ド
イ
ツ
刑
法
第
240
条
（
強
要
罪
）
の
定
め
る
⽛
暴
行
（
Gew
alt）⽜
を
振

る
っ
た
か
に
つ
い
て
、
間
接
正
犯
（
刑
25
条
⚑
項
）
と
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
説
示
し
た
。⽛
示
威
運
動
参
加
者
ら
の
行
為
の
刑
法
第
240
条

の
構
成
要
件
該
当
性
は
、
示
威
運
動
参
加
者
が
自
ら
の
手
で
暴
行
を
働
い
た
こ
と
に
よ
る
直
接
正
犯
で
は
な
く
、
所
為
媒
介
者
と
し
て
の

最
前
列
の
自
動
車
運
転
者
が
後
続
自
動
車
の
運
転
者
ら
に
暴
行
を
働
い
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
示
威
運
動
参
加
者
に
帰
属
さ
れ
う
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
…
…
二
列
目
及
び
そ
の
後
続
自
動
車
の
運
転
者
に
と
っ
て
、
最
前
列
の
自
動
車
が
障
害
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
自
動
車

運
転
者
自
身
に
よ
る
停
止
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
第
三
者
の
心
理
的
影
響
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
あ
る
⽜。
続
い

て
、
同
裁
判
所
は
、
所
為
支
配
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
示
し
た
。⽛
示
威
運
動
参
加
者
ら
は
車
道
に
踏
み
入
る
こ
と
で
最
前
列
の
自
動
車

運
転
者
を
、
そ
れ
以
上
の
行
動
を
と
る
必
要
も
な
く
、
目
的
ど
お
り
に
法
的
板
ば
さ
み
の
状
態
に
お
い
た
。
す
な
わ
ち
、
法
秩
序
に
よ
っ

て
課
せ
ら
れ
た
刑
罰
を
伴
う
義
務
、
例
え
ば
、
身
体
、
生
命
を
保
護
す
る
た
め
の
第
212
条
（
故
殺
罪
）、
第
224
条
（
危
険
な
傷
害
罪
）、
第

226
条
（
重
い
傷
害
罪
）
の
義
務
を
示
威
運
動
参
加
者
の
意
思
に
応
え
て
後
続
自
動
車
運
転
者
の
意
思
活
動
の
自
由
を
侵
害
す
る
以
外
に
は

解
消
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
後
続
自
動
車
運
転
者
ら
と
の
関
係
で
最
前
列
の
自
動
車
運
転
者
に
は
刑
法
第
34
条
の
定
め
る
正
当
化
緊

急
避
難
が
成
立
し
、
可
罰
性
が
否
定
さ
れ
る
が
、
示
威
運
動
参
加
者
ら
は
こ
れ
に
直
接
の
責
任
を
負
う
⽜。
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本
決
定
に
対
し
、
学
説
は
批
判
的
で
あ
る
。
本
決
定
は
、
被
告
人
が
そ
の
心
理
的
強
制
だ
け
で
停
止
さ
せ
ら
れ
た
最
前
列
の
自
動
車
運

転
者
を
、
後
続
自
動
車
運
転
者
ら
に
対
す
る
越
え
難
い
物
理
的
障
害
物
を
構
築
す
る
手
段
と
し
て
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
、
こ
こ
か
ら
強

要
を
手
段
と
し
て
正
当
化
緊
急
避
難
状
況
に
お
か
れ
た
者
を
利
用
し
た
間
接
正
犯
の
一
例
と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
根
拠
づ
け
は
疑

わ
し
い
と
指
摘
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
正
当
化
状
況
は
強
要
や
錯
誤
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
に
の
み
間
接
正
犯
の
成
立
が
考
え
ら
れ
る
の

だ
が
、
本
決
定
に
お
い
て
、
最
前
列
の
運
転
者
に
対
し
て
強
要
罪
の
定
め
る
強
要
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
間
接
正
犯
の
意
味
で
の
所

為
支
配
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
の
説
明
が
な
い
か
ら
で
あ
る
（
53
）。

第
⚓
章

注

（
⚑
)
R
.Frank,(I-48),106
ff.;F.v.Liszt,E
b.Schm
idt,Lehrbuch
des
D
eutschen
Strafrechts,25.A
ufl.,1927,168,315
ff.

（
⚒
)
Jscheck/W
eigend,(Fn.I-10),§
62
I,II;K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
39.

（
⚓
)
Jakobs,(Fn.I-75),A
bschn
21
Rn
62
ff.;Jescheck/W
eigend,(I-10),§
62
I,II;K
ühl,(I-30),§
20
Rn
39.

（
⚔
)
J.K
aspar,StrafrechtA
T
,3.A
ufl.,2020,§
6
Rn
37.

（
⚕
)
K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
39.

（
⚖
)
K
rey/E
sser,(Fn.I-28),§
27
Rn
873.

（
⚗
)
V
gl.Jescheck/W
eigend,(Fn.I-10),§
62
I1.

（
⚘
)
木
村
（
Ｉ
-104
）
398
頁
。

（
⚙
)
牧
野
（
Ｉ
-109
）
712
頁
、
713
頁
。

（
10
)
福
田
（
Ｉ
-137
）
264
頁
。

（
11
)
参
照
、
竹
田
直
平
⽛
間
接
正
犯
⽜
立
命
館
学
叢
⚔
・
⚘
（
⚑
⚙
⚓
⚓
）
53
頁
以
下
。

（
12
)
浅
田
和
茂
⽝
刑
法
総
論
⽞
⚒
⚐
⚐
⚕
・
431
頁
、
佐
伯
（
Ｉ
-139
）
341
頁
以
下
、
中
山
研
一
⽝
刑
法
総
論
⽞
⚑
⚙
⚘
⚒
・
474
頁
以
下
。

（
13
)
佐
伯
（
Ｉ
-139
）
343
頁
以
下
。
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（
14
)
佐
伯
（
Ｉ
-139
）
345
頁
以
下
。

（
15
)
佐
伯
（
Ｉ
-139
）
346
頁
。

（
16
)
参
照
、
井
田
良
⽝
犯
罪
論
の
現
在
と
目
的
的
行
為
論
⽞
⚑
⚙
⚙
⚕
・
175
頁
以
下
、
山
口
厚
⽝
問
題
探
求
刑
法
総
論
⽞
⚑
⚙
⚙
⚘
・
238
頁
以
下
。

（
17
)
参
照
、
大
谷
實
（
Ⅱ
-⚗
）
140
頁
。
な
お
、
改
正
刑
法
草
案
（
⚑
⚙
⚗
⚔
年
）
は
、
第
26
条
第
⚑
項
に
、⽛
み
づ
か
ら
犯
罪
を
実
行
し
た
者
は
、
正
犯
で
あ
る
。⽜

と
し
て
、
直
接
正
犯
の
規
定
を
、
同
第
⚒
項
に
、⽛
正
犯
で
な
い
他
人
を
利
用
し
て
犯
罪
を
実
行
し
た
者
も
、
正
犯
と
す
る
。⽜
し
て
、
間
接
正
犯
の
規
定
を

設
け
た
。

（
18
)
大
塚
（
Ｉ
-113
）
159
頁
以
下
。

（
19
)
大
塚
（
Ｉ
-113
）
160
頁
、
同
⽝
間
接
正
犯
の
研
究
⽞
⚑
⚙
⚕
⚘
・
118
頁
以
下
。
同
旨
、
内
田
文
昭
⽝
刑
法
Ｉ
（
総
論
）⽞［
改
訂
版
］
⚑
⚙
⚘
⚖
・
288
頁
以
下
、

川
端
博
⽝
刑
法
総
論
講
義
⽞［
第
⚓
版
］
⚒
⚐
⚑
⚓
・
541
頁
⽛
間
接
正
犯
が
正
犯
で
あ
る
た
め
に
は
、
直
接
正
犯
と
異
な
ら
な
い
構
成
要
件
実
現
の
現
実
的
危

険
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
要
す
る
⽜、
佐
久
間
修
⽝
刑
法
講
義
〔
総
論
〕⽞
⚑
⚙
⚙
⚗
・
74
頁
、
團
藤
（
Ｉ
-113
）
113
頁
、
福
田
（
Ｉ
-137
）
262
頁
、
前
田
雅
英

⽝
刑
法
総
論
講
義
⽞［
第
⚕
版
］
⚒
⚐
⚑
⚑
・
120
頁
⽛
直
接
正
犯
と
同
視
し
う
る
結
果
発
生
の
危
険
性
を
有
す
る
行
為
⽜。

（
20
)
参
照
、
井
田
良
⽝
講
義
刑
法
学
・
総
論
⽞［
第
⚒
版
］
⚒
⚐
⚑
⚘
・
479
頁
。

（
21
)
西
原
（
Ⅱ
-⚗
）
357
頁
。

（
22
)
西
原
（
Ⅱ
-⚗
）
358
頁
以
下
。
同
旨
、
植
田
⽝
共
犯
の
基
本
問
題
⽞
⚑
⚙
⚕
⚒
・
73
頁
以
下
、
曽
根
威
彦
⽝
刑
法
総
論
⽞［
第
⚔
版
］
⚒
⚐
⚐
⚘
・
236
頁
、
中

義
勝
⽝
講
述
犯
罪
総
論
⽞
⚑
⚙
⚘
⚐
・
193
頁
、
229
頁
、
野
村
稔
⽝
刑
法
総
論
⽞
⚑
⚙
⚗
⚗
・
405
頁
、
山
中
敬
一
⽝
刑
法
総
論
⽞［
第
⚓
版
］
⚒
⚐
⚑
⚕
・
866
頁
、

869
頁
。

（
23
)
参
照
、
大
塚
（
Ｉ
-113
）
159
頁
、
川
端
（
Ⅲ
-19
）
542
頁
。

（
24
)
高
橋
則
夫
⽝
刑
法
総
論
⽞［
第
⚔
版
］
⚒
⚐
⚑
⚘
・
435
頁
。

（
25
)
平
場
（
Ｉ
-145
）
150
頁
以
下
。

（
26
)
高
橋
（
Ⅲ
-24
）
436
頁
。

（
27
)
井
田
（
Ⅲ
-20
）
480
頁
、
488
頁
。

（
28
)
大
谷
（
Ⅱ
-⚗
）
141
頁
、
な
お
、
山
口
厚
⽝
刑
法
総
論
⽞［
第
⚒
版
］
⚒
⚐
⚐
⚗
・
68
頁
以
下
。

（
29
)
BGH
St32,38.

（
30
)
BGH
St35,247.
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（
31
)
K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
40.

（
32
)
K
rey/E
sser,(Fn.I-28),§
27
Rn
874.

（
33
)
K
rey/E
sser,(Fn.I-28),§
27
Rn
876.

（
34
)
R
.Bloy,D
ie
Beteiligungsform
alsZurechnungstypusim
Strafrecht,1985,347
ff.,351;Jakobs,(Fn.I-75),21.A
bschn
Rn
63
⼦道
具
に
は
故

意
犯
の
構
成
要
件
実
現
を
回
避
す
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
、
帰
属
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
妨
げ
に
つ
い
て
は
間
接
正
犯
者
が
管
轄
す
る
。
つ
ま
り
、
間
接
正

犯
と
い
う
の
は
所
為
媒
介
者
の
完
全
に
答
責
の
あ
る
（
故
意
か
つ
有
責
の
）
行
為
の
場
合
に
は
あ
り
え
な
い
⽜。
;Jescheck/W
eigend,(Fn.I-10),§
62I,2,

3,II5,8;V
.K
rey,Exam
ensklausur
Strafrecht.Fallzu
Problem
en
des
rechtfertigenden
und
entschuldigenden
N
otstandes,Jura
1979,

316,325;K
rey/E
sser,(Fn.I-28),§
27
Rn
880;M
.M
aiw
ald,Literatur
Bericht,Strafrecht,A
llgem
einer
und
Besonderer
T
eil,ZStW
93

(1981),864
ff.,892
f.;G
.Stratenw
erth,Schw
eizerischesStrafrechtA
T
I,4.A
ufl.,2011,§
13
Rn
20.同
趣
旨
、
BGH
St2,169
(170);30,363
(364)

（
間
接
正
犯
者
と
は
、
自
ら
は
正
犯
者
と
し
て
可
罰
的
で
な
い
他
の
者
を
介
し
て
所
為
を
遂
行
す
る
者
で
あ
る
）。
こ
れ
に
批
判
的
な
の
が
、
BGH
St35,347

(353
ff.);40,218
(232
f.);Freund,(Fn.I-51),§
10
Rn
87;G
ropp,(Fn.I-27),§
10
Rn
71
ff.;G
.K
üper,M
ittelbare
T
ätrschaft,V
erbotsirrtum

des
T
atm
ittlers
und
V
erantw
ortungsprinzips,JZ
1989,935
ff.,948
f.;R
oxin,(Fn.I-27),§
25
Rn
62,79,82;同
趣
旨
、
H
einrich,(Fn.I-59),

219
u.Ch.Jäger,StrafrechtA
T
,6.A
ufl.,2013,§
6
Rn
241.な
お
、
参
照
、
島
田
聡
一
郎
⽝
正
犯
・
共
犯
論
の
基
礎
理
論
⽞
⚒
⚐
⚐
⚒
・
389
頁
以
下
。

（
35
)
Jakobs,(Fn.I-75),A
bschn.21
Rn
63,94,101,103;Jescheck/W
eigend,(Fn.I-10),§
62
I,2,3,II5,8;K
rey,(Fn.III-34),325;K
rey/E
sser,(Fn.

I-28),§
27
Rn
880;Stratenw
erth/K
uhlen,(Fn.I-61),§
12
Rn
52
ff.;K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
42.参
照
、
山
口
（
Ⅲ
-28
）
69
頁
。

（
36
)
Jescheck/W
eigend,(Fn.I-10),§
62
I3.

（
37
)
H
eine,(Fn.I-162),§
25
Rn
16.

（
38
)
V
gl.BGH
St30,363,364
f.;H
einrich,(Fn.I-59),214
ff.;H
erzberg,(Fn.I-154),17
ff.;Jakobs,(Fn.I-75),A
bschn.21
Rn
69
ff.;K
rey/E
sser,

(Fn.I-28),§
27
Rn
886;K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
52;R
oxin,(Fn.I-27),§
25
Rn
63.

故
意
の
な
い
者
を
利
用
し
た
場
合
に
つ
き
、実
行
行
為
説
か
ら
は
、構
成
要
件
要
素
と
し
て
の
故
意
が
な
い
と
き
間
接
正
犯
が
成
立
す
る
。
團
藤（
Ｉ
-113
）

141
頁
。
大
塚
（
Ｉ
-113
）
161
頁
（
過
失
行
為
を
利
用
す
る
場
合
も
間
接
正
犯
が
成
立
）、
同
旨
、
川
端
（
Ⅲ
-19
）
543
頁
、
福
田
（
Ｉ
-137
）
265
頁
。
規
範
的
障

害
説
か
ら
も
、
看
護
師
の
過
失
、
無
過
失
を
問
わ
ず
、
行
為
動
機
に
対
し
て
反
対
動
機
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

疑
問
が
あ
り
な
が
ら
も
、
結
局
、⽛
非
利
用
者
が
現
に
過
失
に
陥
っ
て
犯
罪
事
実
を
実
現
し
た
場
合
、
そ
こ
に
は
利
用
者
に
よ
る
被
利
用
者
の
一
方
的
利
用
関

係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
⽜
る
と
し
て
、
間
接
正
犯
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
（
西
原
（
Ⅱ
-⚗
）
359
頁
以
下
）。
同
旨
、
曽
根
（
Ⅲ
-22
）
237
頁
。
但
し
、
野
村

北研 55 (4・22) 670

論 説

北研 55 (4・23) 671

正犯と共犯⑷



（
Ⅲ
-22
）
407
頁
は
過
失
行
為
を
規
範
的
障
害
と
す
る
。
行
為
支
配
説
か
ら
も
間
接
正
犯
が
成
立
す
る
。
平
場
（
Ｉ
-145
）
151
頁
、
大
谷
（
Ⅱ
-⚗
）
143
頁
、
高

橋
（
Ⅲ
-24
）
438
頁
（
過
失
の
あ
る
者
を
利
用
し
た
場
合
で
も
、
優
越
的
支
配
と
い
う
犯
罪
事
実
支
配
が
あ
る
）。
間
接
正
犯
無
用
説
か
ら
は
、
看
護
師
の
過

失
、
無
過
失
を
問
わ
ず
教
唆
犯
が
成
立
す
る
。
佐
伯
（
Ｉ
-139
）
355
頁
、
浅
田
（
Ⅲ
-12
）
431
頁
以
下
（
被
利
用
者
に
規
範
的
障
害
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、

利
用
者
は
直
接
正
犯
で
あ
る
が
、
被
利
用
者
に
規
範
的
障
害
（
過
失
）
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
教
唆
犯
）。
な
お
、
中
（
Ⅲ
-22
）
235
頁
は
、
直
接
正
犯
と
同

等
の
確
実
性
を
保
障
し
得
な
い
こ
と
を
理
由
に
教
唆
犯
と
す
る
。

大
判
大
正
11
・
⚔
・
⚑
刑
集
⚑
・
194
（
他
人
を
錯
誤
に
陥
れ
て
倉
荷
証
券
に
虚
偽
の
記
入
を
さ
せ
た
者
は
、
有
価
証
券
虚
偽
記
入
罪
の
間
接
正
犯
）、
最
決

昭
和
31
・
⚗
・
⚓
刑
集
10
・
⚗
・
955
（
他
人
の
所
有
管
理
に
か
か
る
物
件
に
つ
き
、
管
理
処
分
権
の
な
い
者
が
不
法
領
得
の
意
思
を
も
っ
て
あ
た
か
も
自
己

所
有
物
の
よ
う
に
装
い
、
こ
れ
を
善
意
の
第
三
者
に
売
却
搬
出
さ
せ
る
行
為
は
窃
盗
罪
に
あ
た
る
）。

（
39
)
Jakobs,(Fn.I-75),A
bschn
21
Rn
69,72,74;K
rey/E
sser,(Fn.I-28),§
27
Rn
890;R
oxin,(Fn.I-27),§
25
Rn
64.

大
判
明
42
・
11
・
15
録
15
・
⚑
⚕
⚘
⚐
（
情
を
知
ら
な
い
他
人
を
し
て
有
効
な
乗
車
券
な
し
に
乗
車
さ
せ
た
者
に
つ
き
、
鉄
道
営
業
法
29
条
⚑
項
⚑
号
の

無
賃
乗
車
罪
が
成
立
す
る
）。

（
40
)
Jakobs,(Fn.I-75),A
bschn
21
Rn
74;K
rey/E
sser,(Fn.I-28),§
27
Rn
890;K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
52;R
oxin,(Fn.I-27),§
25
Rn
63,65.

（
41
)
V
gl.BGH
St30,363,364
f.;H
einrich,(Fn.I-59),223
f.;H
oyer,(Fn.I-154),§
25
Rn
67;Jakobs,(Fn.I-75),A
bschn
21
Rn
75;K
rey/E
sser,

(Fn.I-28),§
27
Rn
892;R
oxin,(Fn.I-27),§
25
Rn
66.

実
行
行
為
説
か
ら
、
團
藤
（
Ｉ
-113
）
143
頁
注
13
も
、
甲
（
利
用
者
）
が
屏
風
の
背
後
に
い
る
乙
を
殺
す
目
的
で
そ
れ
を
知
ら
な
い
丙
（
被
利
用
者
）
に
屏

風
を
射
つ
こ
と
を
命
じ
た
と
き
、
丙
に
は
器
物
損
壊
罪
が
、
甲
に
は
殺
人
の
間
接
正
犯
が
成
立
す
る
。
青
柳
文
雄
⽝
刑
法
通
論
Ｉ

総
論
⽞
⚑
⚙
⚖
⚕
・
29

頁
、
120
頁
注
⚑
。
行
為
支
配
説
か
ら
も
、
井
田
（
Ⅲ
-20
）
491
頁
、
高
橋
（
Ⅲ
-24
）
438
頁
（
甲
に
は
優
越
的
支
配
が
あ
る
の
で
殺
人
罪
の
間
接
正
犯
が
認
め

ら
れ
る
）。
大
谷
（
Ⅱ
-⚗
）
144
頁
、
山
口
（
Ⅲ
-28
）
71
頁
。
規
範
的
障
害
説
か
ら
、
山
中
（
Ⅲ
-22
）
872
頁
（
甲
に
は
殺
人
教
唆
罪
が
成
立
す
る
。
た
だ
し
、

器
物
損
壊
の
程
度
が
あ
ま
り
に
も
低
く
、
可
罰
的
違
法
性
を
欠
き
、⽛
可
罰
的
規
範
的
障
害
⽜
が
な
い
と
き
、
殺
人
罪
の
間
接
正
犯
）、
中
義
勝
⽝
間
接
正
犯
⽞

⚑
⚙
⚖
⚓
・
172
頁
以
下
。
間
接
正
犯
無
用
説
か
ら
、
丙
に
は
規
範
的
障
害
が
認
め
ら
れ
る
の
で
道
具
と
は
い
え
ず
、
甲
は
殺
人
の
教
唆
犯
、
丙
は
器
物
損
壊

罪
と
過
失
致
死
罪
の
観
念
的
競
合
）。
規
範
的
障
害
説
か
ら
、
西
原
（
Ⅱ
-⚗
）
360
頁
は
、
甲
が
現
住
建
造
物
で
あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
非
現
住
建
造
物
で
あ

る
と
偽
っ
て
乙
に
そ
の
焼
燬
を
教
唆
し
、
乙
が
非
現
住
建
造
物
だ
と
誤
信
し
て
こ
れ
に
放
火
し
た
と
い
う
場
合
、
結
果
と
し
て
現
住
建
造
物
放
火
と
な
っ
た

と
こ
ろ
の
同
一
の
放
火
行
為
に
つ
い
て
故
意
が
あ
っ
た
以
上
、
乙
は
す
で
に
甲
の
道
具
た
り
え
ず
、
甲
乙
に
つ
い
て
は
共
犯
関
係
が
成
立
し
、
共
犯
の
錯
誤

の
一
場
合
と
し
て
甲
に
つ
い
て
は
現
住
建
造
物
放
火
の
教
唆
犯
、
乙
に
つ
い
て
は
非
現
住
建
造
物
放
火
の
正
犯
の
責
任
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
。
同
旨
、
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野
村
（
Ⅲ
-22
）
408
頁
。
行
為
支
配
説
か
ら
も
同
様
の
結
論
を
導
く
の
が
、
大
谷
（
Ⅱ
-⚗
）
144
頁
。
但
し
、
規
範
的
障
害
説
か
ら
も
、
間
接
正
犯
を
認
め
る

見
解
が
あ
る
。
曽
根
（
Ⅲ
-22
）
237
頁
。
な
お
、
本
設
例
に
つ
き
、
実
行
行
為
説
か
ら
、
大
塚
（
Ｉ
-113
）
162
頁
注
22
（
甲
に
は
殺
人
罪
の
間
接
正
犯
（
非
現

住
建
造
物
放
火
教
唆
罪
と
の
観
念
的
競
合
））
が
、
乙
に
は
非
現
住
建
造
物
放
火
罪
が
成
立
す
る
）。

（
42
)
K
rey/esser,(Fn.I-28),§
27
Rn
892;K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
53;B.Schünem
ann,Strafgesetzbuch.Leipziger
K
om
m
entar,Bd.1,12.

A
ufl.,2006,§
25
Rn
84.

（
43
)
Freund,(I-51),§
10
Rn
58;K
rey/E
sser,(Fn.I-28),§
27
Rn
894;K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
52;R
oxin,(Fn.I-27),§
25
Rn
64;a.A
.

Schm
idhäuser,(Fn.I-22),14/42.

（
44
)
K
rey/E
sser,
(Fn.
I-28),
§
27
Rn
894;
K
ühl,
/Fn.
I-30),
§
20
Rn
52.
D
agegen
Schm
idhäuser,
(Fn.
I-22),
14/42;
H
.
Schum
ann,

StrafrechtlichesH
andlungsunrechtund
dasPrinzip
derSelbstverantw
ortung
derA
nderen,1986,89
ff.(自
己
答
責
の
原
則
故
に
背
後
者
が

所
為
を
引
き
起
こ
し
支
配
す
る
こ
と
が
必
要
）。

（
45
)
Stratenw
erth/K
uhlen,(Fn.I-61),§
12
Rn
36.

（
46
)
Jakobs,(I-75),A
bschn
21
Rn
81;Jescheck/W
eigend,(Fn.I-10),§
62
II3;K
rey/E
sser,(Fn.I-28),§
27
Rn
895
f.;K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn

57
f.;R
oxin,(I-27),§
25
Rn
68;BGH
St3,4
(5
f.);10,306,307;BGH
N
JW
1997,951.

大
判
昭
和
14
・
11
・
⚔
刑
集
18
・
497
（
被
告
人
が
警
察
署
員
に
丙
が
阿
片
の
密
輸
出
を
し
て
い
る
と
虚
偽
の
申
立
て
を
行
い
、
情
を
知
ら
な
い
署
員
を
し

て
丙
を
留
置
場
に
拘
禁
せ
し
め
た
と
い
う
事
案
。
監
禁
罪
が
成
立
）。
本
事
案
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
⽛
適
法
⽜
行
為
を
利
用
し
た
間
接
正
犯
と
解
さ
れ
る
。

藤
木
英
雄
⽝
刑
法
講
義
総
論
⽞
⚑
⚙
⚗
⚕
・
276
頁
、
西
原
春
夫
⽝
犯
罪
実
行
行
為
論
⽞
⚑
⚙
⚙
⚘
・
198
頁
、
282
頁
。
教
唆
犯
説
に
、
浅
田
（
Ⅲ
-12
）
434
頁
（
こ

の
よ
う
な
誤
認
逮
捕
は
、
事
後
的
に
見
れ
ば
⽛
違
法
⽜
行
為
で
あ
っ
て
、
被
告
人
は
教
唆
犯
、
警
察
署
員
は
無
罪
（
過
失
に
よ
る
監
禁
）
と
解
す
べ
き
）。
そ

の
他
、
林
幹
人
⽝
刑
法
の
現
代
的
課
題
⽞
⚑
⚙
⚙
⚑
・
127
頁
、
平
野
龍
一
⽝
刑
法
総
論
Ⅱ
⽞
⚑
⚙
⚗
⚕
・
362
頁
、
中
（
Ⅲ
-41
）
155
頁
、
山
中
（
Ⅲ
-22
）
880

頁
（
警
察
官
や
裁
判
官
は
、
そ
の
職
席
上
、
偽
証
者
の
虚
言
を
一
応
は
疑
い
、
そ
の
要
求
を
拒
む
こ
と
が
で
き
た
。
但
し
、
偽
証
に
よ
り
死
刑
判
決
・
執
行

さ
せ
た
場
合
、
死
刑
執
行
自
体
は
適
法
で
も
、
偽
証
者
の
行
為
は
違
法
で
あ
り
、
間
接
正
犯
が
認
め
ら
れ
る
）。
な
お
、
最
決
平
成
⚙
・
10
・
30
刑
集
51
・
⚙
・

816
（
被
告
人
は
、
国
際
宅
急
便
を
利
用
し
て
大
麻
を
密
輸
し
よ
う
と
し
た
が
、
航
空
貨
物
の
税
関
検
査
の
際
、
大
麻
の
隠
匿
が
発
覚
し
た
た
め
、
麻
薬
特
例

法
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
ヴ
ァ
リ
ー
が
実
施
さ
れ
、
捜
査
当
局
と
打
ち
合
わ
せ
た
配
送
業
者
が
貨
物
の
宛
先
に
配
送
し
、
そ
れ
を
被
告
人
が
受
け

取
っ
た
と
い
う
事
案
）⽛
通
関
業
者
に
よ
る
申
告
は
も
と
よ
り
、配
送
業
者
に
よ
る
引
取
り
及
び
配
達
も
、被
告
人
ら
の
依
頼
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
て
、

配
送
業
者
が
、
捜
査
機
関
か
ら
事
情
を
知
ら
さ
れ
、
捜
査
協
力
を
要
請
さ
れ
て
そ
の
監
視
の
下
に
置
か
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
被
告
人
ら
か
ら
の
依
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頼
に
基
づ
く
運
送
契
約
上
の
義
務
の
履
行
と
し
て
の
性
格
を
失
う
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
被
告
人
ら
は
、
そ
の
意
図
し
た
と
お
り
、
第
三
者
の
行
為

を
自
己
の
犯
罪
実
現
の
た
め
の
道
具
と
し
て
利
用
し
た
と
い
う
に
妨
げ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
禁
制
品
輸
入
罪
は
既
遂
に
達
し
た
も

の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
⽜
る
。
本
事
案
に
つ
き
、
配
送
業
者
が
事
情
を
知
っ
た
時
点
で
、
被
告
人
に
は
事
実
的
支
配
が
な
く
な
っ
た
い
え
る
の
で
、
間

接
正
犯
の
既
遂
で
は
な
く
、
未
遂
が
成
立
す
る
と
い
え
よ
う
。
参
照
、
山
口
（
Ⅲ
-28
）
73
頁
。

（
47
)
H
eine,(Fn.I-162),§
25
Rn
27;Stratenw
erth/K
uhlen,(Fn.I-61),§
12
Rn
43.

（
48
)
H
einrich,(Fn.I-59),217;Jakobs,(Fn.I-75),A
bschn
21
Rn
86;Jescheck/W
eigend,(Fn.I-10),§
62
II3;K
rey/E
sser,(Fn.I-28),§
27
Rn
897;

K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
57
f.;R
.R
engier,StrafrechtBT
I,14.A
ufl.,2012,§
13
Rn113;R
oxin,(Fn.I-27),§
25
Rn
68;P.Cram
er,W
.Perron,

Schönke/Schröder
Strafgesetzbuch.K
om
m
entar,27.A
ufl.,2006,§
263
Rn
69.

（
49
)
実
行
行
為
説
か
ら
は
、
適
法
行
為
を
利
用
す
る
の
は
間
接
正
犯
。
團
藤
（
Ｉ
-113
）
143
頁
、
大
塚
（
Ｉ
-113
）
163
頁
。
規
範
的
障
害
説
か
ら
も
間
接
正
犯
が
成

立
。
西
原
（
Ⅱ
-⚗
）
361
頁
。
た
だ
し
、
規
範
的
障
害
説
か
ら
で
も
、
教
唆
犯
説
が
あ
る
。
植
田
（
Ⅲ
-22
）
102
頁
以
下
（
甲
は
丙
を
殺
害
す
る
意
図
で
丙
に

乙
を
攻
撃
さ
せ
、
そ
れ
に
対
す
る
乙
の
正
当
防
衛
を
利
用
し
て
、
丙
を
殺
害
し
た
場
合
、
丙
に
対
す
る
乙
の
殺
人
の
教
唆
で
あ
り
、
丙
は
実
行
行
為
に
出
て

い
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
実
行
行
為
に
従
属
し
て
可
罰
的
で
あ
る
）。
中
（
Ⅲ
-22
）
236
頁
。
行
為
支
配
説
か
ら
も
間
接
正
犯
が
成
立
。
高
橋
（
Ⅲ
-24
）

439
頁
。
し
か
し
、
間
接
正
犯
無
用
説
か
ら
は
、
他
人
の
適
法
行
為
を
利
用
す
る
の
は
、
他
人
に
適
法
行
為
を
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
犯
罪
行
為
を
実

現
す
る
た
め
に
他
人
の
行
為
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
違
法
性
の
相
対
性
か
ら
し
て
も
、
利
用
者
の
側
か
ら
は
違
法
行
為
の
利
用
と
し
て
、
こ
れ
を
教

唆
と
見
る
べ
き
。
中
山
（
Ⅲ
-12
）
477
頁
注
⚕
、
佐
伯
（
Ｉ
-139
）
356
頁
。

大
判
大
正
10
・
⚕
・
⚗
刑
録
27
・
257
（
妊
婦
か
ら
堕
胎
の
嘱
託
を
受
け
た
者
が
、
自
ら
堕
胎
手
術
を
施
し
た
た
め
堕
胎
の
結
果
が
生
じ
な
い
の
に
妊
婦
の

身
体
に
異
常
を
来
た
し
、
医
術
に
よ
っ
て
胎
児
を
排
出
し
な
け
れ
ば
妊
婦
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
生
じ
た
の
に
乗
じ
、
医
師
を
し
て
妊
婦
の
生

命
に
対
す
る
緊
急
避
難
の
必
要
上
や
む
を
え
ず
胎
児
を
排
出
す
る
に
い
た
ら
し
め
た
と
い
う
事
案
で
、
医
師
の
正
当
業
務
行
為
を
利
用
し
た
同
意
堕
胎
罪
の

間
接
正
犯
が
成
立
）。
但
し
、
こ
の
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
は
既
に
堕
胎
罪
の
実
行
の
着
手
を
し
て
い
る
の
で
、
因
果
関
係
の
問
題
（
第
三
者
の
行
為

の
介
入
）
で
あ
っ
て
、
間
接
正
犯
の
問
題
と
は
い
え
な
い
と
云
え
る
。
平
野
（
Ⅲ
-46
）
362
頁
。
山
中
（
Ⅲ
-22
）
880
頁
。
参
照
、
植
田
博
⽛
間
接
正
犯
⽜（
阿

部
純
二
等
編
⽝
刑
法
基
本
講
座
第
⚔
巻
⽞
⚑
⚙
⚙
⚒
・
所
収
）
79
頁
以
下
、
86
頁
。
最
決
昭
和
44
・
11
・
11
刑
集
23
・
11
・
⚑
⚔
⚗
⚑
（
麻
薬
施
用
者
で
あ

る
医
師
に
対
し
激
し
い
胃
痛
腹
痛
を
仮
装
し
て
麻
薬
の
注
射
を
求
め
、疾
病
治
療
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
誤
信
し
た
医
師
に
麻
薬
を
注
射
さ
せ
た
場
合
は
、

み
ず
か
ら
麻
薬
を
施
用
し
た
者
と
し
て
麻
薬
取
締
法
27
条
⚑
項
の
麻
薬
施
用
罪
が
成
立
す
る
）。

（
50
)
H
eine,(Fn.I-162),§
25
Rn
28;R
.-D
.H
erzberg,M
ittelbare
T
äterschaftbeirechtm
äßig
oderunverboten
handelndem
W
erkzeug,1967,
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29;Jescheck/W
eigend,(Fn.I-10),§
62
II3;K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
59;Sam
son,(Fn.I-157),§
25
Rn
81.こ
う
い
っ
た
限
定
を
も
う
け
な
い
の

が
、
M
aurach/G
össel/Zipf,(I-122),§
48Rn
72f.な
お
、
井
田
（
Ⅲ
-20
）
491
頁
（
強
制
や
錯
誤
の
利
用
等
、
背
後
者
の
正
犯
性
を
基
礎
づ
け
る
特
別
の

事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
間
接
正
犯
は
認
め
ら
れ
な
い
）、
浅
田
（
Ⅲ
-124
）
34
頁
は
、
本
文
［
設
例
⚙
］
で
、
丙
が
健
常
者
で
あ
る
場
合
、
丙
に
も
乙
に

も
規
範
的
障
害
が
あ
る
の
で
、
丙
に
対
す
る
殺
人
の
（
丙
及
び
乙
を
道
具
と
す
る
）
間
接
正
犯
で
は
な
く
、
乙
に
対
す
る
殺
人
の
教
唆
犯
に
止
ま
る
と
す
る
。

中
（
Ⅲ
-22
）
236
頁
。
な
お
、
参
照
、
林
幹
人
⽛
適
正
行
為
を
利
用
す
る
違
法
行
為
⽜（⽝
團
藤
重
光
博
士
古
稀
祝
賀
論
文
集
・
第
⚑
巻
⽞
所
収
・
⚑
⚙
⚘
⚓
）

244
頁
以
下
。

（
51
)
W
elzel,(Fn.I-55.Strafrecht),105.

（
52
)
V
gl.H
eine,(Fn.I-162),§
25
Rn
29;H
oyer,(Fn.I-154),§
25
Rn
50;K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
59;T
h.Lenckner,D
.Sternberg-Lieben,

Schönke/Schröder
Strafgesetzbuch.K
om
m
entar,28.A
uf.,2010,V
orbem
.§
32
ff.Rn
89;Stratenw
erth/K
uhlen,(Fn.I-61),§
12
Rn
58.

（
53
)
Ch.Jäger,W
o
Gew
altRechthat,hatdasRechtkeine
Gew
alt,JA
2011,553
ff.,554.;K
ühl,(Fn.I-30),§
20
Rn
59;vgl.M
.Jahn,Strafrecht

BT
:N
ötigung
durch
Sitzblockade,JuS
2011,563
ff.
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